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2025/12/31 2026/7/31 2026/8/7
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 50,339.48 64,362.02 65,606.71 72,831.73 2026/6/22 30,487.67 2023/10/4
NYダウ ﾄﾞﾙ 48,063.29 52,485.03 54,036.93 54,744.33 2026/8/5 32,327.20 2023/10/27
円/ﾄﾞﾙ 円 156.71 157.40 157.76 163.99 2026/7/23 139.58 2024/9/16
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今週の日本株市場は、好調な決算や米利上げ観測の後退などから、堅調に推移するとみます。

先週末（8/7）までに発表された国内主要企業の2026年度4-6月期決算は、銀行業や電気機器中心に大幅な増収・増益となって

おり、2026年度の通期会社計画を上方修正する企業も多くみられるなど、良好なものとなっています。今週は決算発表も終盤と

なりますが、引き続き好調な決算を評価した買いが継続することが期待されます。また、先週末に発表された米国雇用統計におい

ては、非農業部門雇用者数は予想に反して6月から減少しましたが、地方政府の教育部門における夏季休暇入りに加え、7月中旬ま

で開催されていたサッカーワールドカップ閉幕の影響など、一時的要因も含まれている可能性があることから、雇用が継続的に悪

化方向にあるとの見方は限定的です。また、平均時給の伸び鈍化などから労働市場がインフレを押し上げるほど強い状況にはない

との見方から、FRB（米連邦準備理事会）の早期利上げ観測はやや後退しました。今週米国では、12日にCPI、13日にPPIが発表

されます。これらが予想の範囲内にとどまれば、インフレ懸念と早期利上げ懸念はもう一段後退する可能性があり、株価の押し上

げに働くとみます。その他の注目材料として、日本では10日の景気ウォッチャー調査、日銀金融政策決定会合における主な意見、

米国では11日の中古住宅販売件数、14日の小売売上高、欧州では13日の鉱工業生産などが挙げられます。

～ 好調な決算や米利上げ観測の後退などから、堅調に推移 ～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するものではあり

ません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過去の実績

であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定はお客様ご自身

の判断でなさるようにお願いいたします。
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（注）チャートは過去1年

週刊日本株レポート （8/10～8/14）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週の見通し

商号等 ：朝日ライフ アセットマネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人資産運用業協会

先週の日本株市場は、日経平均が+1,244.69円（+1.93％）、TOPIXが+71.63ポイント（+1.79％）となり、AI（人工知能）・

半導体分野への過剰投資懸念が後退したことなどを背景に上昇しました。業種別でみると、非鉄金属、繊維製品、その他製品など

の23業種が上昇した一方、陸運業、鉱業、倉庫・運輸関連業などの10業種が下落しました。

3日は、先々週末の日米両政府による円買い協調介入の発表を受けて追加介入への警戒感が強まり、為替が一時1ドル＝155円台ま

で円高に進行しました。これを受けて、円高による企業業績への悪影響が懸念され、下落しました。4日は、米国のハイパースケー

ラーと呼ばれる大手ハイテク企業の決算発表を受け、AI関連データセンターへの過剰投資懸念が和らいだことなどから、国内外の

AI・半導体関連銘柄に安心感が広がり、反発しました。5日は、前日のSOX（フィラデルフィア半導体株指数）が大幅上昇したこ

とや堅調な企業業績を背景に、半導体関連銘柄への見直し買いが広がり、続伸しました。6日から7日にかけては、直近で好調だっ

たAI・半導体関連銘柄が軟調に推移する一方、好決算を発表したゲーム関連銘柄や内需関連銘柄に買いが入り、4日続伸となりまし

た。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ AI・半導体分野への過剰投資懸念が後退したことなどを背景に上昇 ～

３．今週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ 好調な決算や米利上げ観測の後退などから、堅調に推移 ～

過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

日程 曜日 国・地域 項目 期間 前回

景気ウォッチャー調査現状 7月 44.0
景気ウォッチャー調査先行き 7月 45.7
金融政策決定会合における主な意見（7月30･31日分）

8月11日 Tue 米国 中古住宅販売件数 7月 +409万件
8月12日 Wed 米国 CPI（消費者物価指数）（除食品・エネルギー/前年比） 7月 +2.6%

日本 企業物価指数（前年比） 7月 +7.1%
欧州 鉱工業生産（前月比） 6月 ▲0.2%
米国 PPＩ（生産者物価指数）（除食品・エネルギー/前年比） 7月 +4.7%

小売売上高(除自動車/前月比) 7月 ▲0.2%
ミシガン大学消費者信頼感指数 8月 55.2

決算発表予定　他 国内 決算発表　：

決算発表予定　他 海外 決算発表　：
8/10 ﾛｹｯﾄ･ﾗﾎﾞ 8/12 ﾈﾋﾞｳｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ､ｵｰｽﾄﾗﾘｱ･ｺﾓﾝｳｪﾙｽ銀行､鴻海精密工業､ﾃﾝｾﾝﾄ､ｾﾚﾌﾞﾗｽ･ｼｽﾃﾑｽﾞ 8/13 ﾀﾍﾟｽ
ﾄﾘｰ､JDﾄﾞｯﾄｺﾑ､ﾃﾙｽﾄﾗ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ､ﾚﾉﾎﾞ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ､ｱﾌﾟﾗｲﾄﾞ･ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ

8/10 ｿﾆｰFG､横浜ｺﾞﾑ､ﾏﾂｺｺ､ｻﾝﾘｵ､楽天G､住友金属､ｽｸｴﾆHD　8/12　ﾄｯﾊﾟﾝHD､東京海上HD　8/13 三越伊勢丹､
ﾈｸｿﾝ､ﾄﾚﾝﾄﾞﾏｲｸﾛ､光通信 8/14 ｱｼｯｸｽ､朝日ｲﾝﾃ､荏原､SOMPOﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ､MS&ADｲﾝｼｭｱﾗﾝｽｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ
ｽ､電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ
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